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３月６日に卒業生を送る会が、生徒会執行部主催で行われました。時間
と手間をかけて担当生徒たちが作り上げてくれた会は、とても充実した楽
しい時間でした。昨年度までも、この会は行われていたのですが、今年度
はもっと充実した内容にしたい、という生徒会執行部の強い思いから、体
育館で一同に会しての送る会となったようです。それが嬉しいですね。

まずは、特技披露会。バイオリン・ピアノ・弾き語り・バンドと、素晴
らしい演奏を紹介してくれました。さらに、卒業生へのメッセージ、全員
参加型の附中クイズと盛りだくさんの
内容で、事前準備に相当時間をかけて
くれたのだろうなと、ありがたく思う
と共に、執行部の熱意を頼もしく思い
ました。内容として私が気に入ったの
は、附中クイズの３年担任特集と生徒
会テーマについて。
３年担任特集は、目の付け所が面白
く、先生たちにしっかり取材している
んだろうなと、感心しました。もちろ
ん、３年生に大受けでした。生徒会
テーマのクイズは、しっかりと生徒会
テーマのＰＲをするところあたり、や
るねぇとニンマリしてしまいました。
この会には、細かなところまでこだ
わりが見られました。チケットが用意

してあり、生徒一人一人に席番号まで決めてあるのです。このあたりも、
こだわりなんでしょう。気の利いたことに、私にはＶＩＰチケットを用意
してくれました。（ＶＩＰ席に気付かずに別の席に座ったので、執行部か

ら怒られましたが😅）
最後は、在校生と先生でアーチをつ

くって、卒業生を送り出しました。
企画から運営まで、生徒会執行部に

よる１時間。生徒たちの気の利いた企
画で、こんな時間を、もっと増やして
いきたいと思いました。もっともっと
いいものにするために、今回の取り組

みを振り返って（例えば、どうすればより短時間で準備できるか、等）、
次に活かしてくれることを期待しています。楽しみにしてます👍😄

３月５日と３月６日の登校時間、正門から玄
関に向かう道路の歩道脇で、熱心に雑草取りし
ている２年生男子数名の姿を見かけました。
ある生徒が、自分のおじいさんから「附中に

来校した際に、歩道脇の雑草が気になった」と
言われたのをきっかけに、卒業式前にきれいに
しようと友だちに呼びかけて、草取りしていた
とのこと。２年生の気の利いた行動を、頼もし
く嬉しく思いました。朝の挨拶運動に参加する生徒たちも同じですね。

そういえば、５０年前、私が附属中生時代。２月になると、朝から玄
関の踏み板を雑巾がけする３年生の姿がありました。今風にいうと、
「母校への恩返しプロジェクト」です。いつの頃からか、「雑巾がけす
ると志望校に合格する」というジンクスとなっていました。ジンクスの
真偽は定かではありませんが、朝から自主的に行動できる心の余裕があ
る人は、何をやってもうまくいくということなんだと思います。
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